
 
 
 
 
 
 
 

 

子供たちのために残し、守っていくもの 
 
                                 校⾧ 浅倉 宏之 
  

10月21日の運動会にはたくさんの保護者の皆様に御参観いただくことができました。あり
がとうございました。子供たちもこの日に向けて一生懸命頑張ってまいりました。三小の子
供たちの素晴らしいところは、目標に向かって真剣に取り組むことができるところです。そ
の成果を存分に発揮でき、終わった後の表情に満足感や達成感に満たされた笑みを感じ取る
ことができました。これも皆様の御声援あってのことです。練習等で苦しかったり、辛かっ
たりしたこともあったかもしれませんが、運動会終了まで子供たちを支えてくださり、あり
がとうございました。 
 さて、このところ「コロナ前」「コロナ後」というような表現を多く聞くようになりまし
た。新型コロナウィルス感染症の流行をはさんでそれ以前とそれ以降で物事やその様態に大
きな変化があったことを比較するときによく使われているようです。教育現場でもそのよう
な変化は多くあり、今回あった運動会もその一つに数えられます。 

『コンパクト運動会』については、当初は「競技が少なく、味気ない」「家族でお弁当を
食べたりできなくて残念」という声も少なくなかったですが、現状では「家庭の負担が減っ
て、よかった」「子供たちの体力を考えると丁度良い」などの意見を多く聞くようになりま
した。今回お願いした運動会アンケートでも午前中に終わる『コンパクト運動会』を支持さ
れる御感想が圧倒的に多かったのも印象的でした。競技の内容など検討が必要な部分もあり
ますが、この『コンパクト運動会』を今後も続けていく方針でいます。ただ、伝統として続
いてきた6年生の和太鼓をはじめとする大切に残していくべきものは、しっかり守っていきま
す。 

伝統と言えば10月28日の「友遊まつり」も同じです。PTＡ主催のお祭りですが、一中の 
「おやじの会」、地域の方など多くの方に支えられて続いているお祭りです。今年は三小卒
業生の一中生ボランティアの皆さんにもお世話になりました。ありがとうございました。子
供たちも非常に楽しみにしているようで、参加率は現在集計中ですが、児童総数の8割に迫る
勢いだそうです。教育委員会や教育委員の皆様も視察に来られるほど、有名な行事でもあり
ます。これも残していきたい三小の大切な行事です。 

福生第三小学校とそこに通う児童の皆さんは本当に恵まれています。これだけ地域の皆さ
んに愛され、支えられている福生第三小学校を、私たち教職員も子供たちと一緒にさらに良
い学校となるよう尽力してまいります。引き続き御支援・御協力を賜りますよう、よろしく
お願いいたします。 

 

学校だより 

http://fussa-3e.hs.fussa.school/ 
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